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蓮
田
市
の
一
人
当
た
り
の
国

保
税
は
10
万
99

円
で
県
内
５

番
目
の
高
さ
で
す
。 

一
方
、
一
人
当
た
り
の
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
は
、
県

内
の
市
町
村
平
均
１
万
２
４
０

５
円
で
す
が
、
蓮
田
市
は
６
７
２

２
円
で
県
内
３９
番
目
の
低
額
な

国
の
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
防
衛
省
の
要
求
総
額
は
５

兆
２
９
８
６
億
円
で
、
過
去
最
大

を
記
録
し
続
け
て
い
ま
す
。
社
会

保
障
を
切
り
捨
て
る
一
方
、
軍
事

費
増
大
や
大
企
業
優
遇
の
国
の
政

治
の
も
と
で
、
地
方
自
治
体
と
し

て
住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
取
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
は

評
価
す
る
点
も
あ
り
ま
す
が
、
以

下
の
問
題
が
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。 

①
徴
税
強
化
・
国
民
監
視
に
つ

な
が
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反

対
②
保
育
士
の
６
割
以
上
が
臨
時

で
、
そ
の
う
ち
正
規
保
育
士
と
同

じ
時
間
働
く
臨
時
保
育
士
の
方
は

15
人
も
い
ま
す
。
正
規
保
育
士
を

増
や
す
べ
き
で
す
③
学
童
指
導
員

に
民
間
人
材
派
遣
委
託
が
引
き
続

住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
取
組
み
を 

 
 

 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
反
対 

蓮
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
案
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
に
所
得
制
限
を
導
入
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

な
ぜ
所
得
制
限
の
導
入
が 

『
負
担
の
公
平
性
』
な
の
か
？ 

議
案
提
案
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

日
本
共
産
党
の
質
疑
に
対
し
「
県
で

交
付
要
綱
を
改
正
し
、『
負
担
の
公

平
性
』
を
図
る
目
的
か
ら
所
得
制
限

を
導
入
す
る
」
と
答
弁
が
さ
れ
ま
し

た
。（
所
得
制
限
基
準
３
６
０
万
４

千
円
） 

こ
の
答
弁
に
対
し
「
所
得
制
限
を

設
け
る
こ
と
が
、
な
ぜ
『
負
担
の
公

平
性
』
な
の
か
。
そ
も
そ
も
こ
の
制

度
は
、
障
が
い
者
の
方
の
医
療
費
負

担
が
大
変
重
い
こ
と
か
ら
、
経
済
的

負
担
軽
減
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た

も
の
。『
負
担
の
公
平
性
』
と
し
て

所
得
制
限
を
導
入
す
る
の
は
不
適

切
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

他
市
町
村
の
状
況
は
？ 

市
独
自
に
食
事
代
な
ど
助
成
も 

き
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
派
遣
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
指
導
員
の
待

遇
や
体
制
を
根
本
的
に
改
善
し
、

人
材
確
保
を
図
る
べ
き
で
す
④
学

校
管
理
備
品
の
充
足
率
は
小
学
校

が
70
・
８
％
で
す
が
、
中
学
校
は

43
・
６
％
と
低
い
も
の
で
す
。
学

 

生 活 相 談 は  

お気軽にどうぞ 

きしお悦子  

769-6523 

栗原いさむ  

769-0322 

船橋ゆき子  

090-8612-7963 

 

県
内
６３
市
町
村
中
、
県
の
要
綱
に

合
わ
せ
て
５６
市
町
が
平
成
３０
年
度

中
に
条
例
改
正
を
実
施
、
未
定
が
７

市
町
村
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
が
要

綱
改
正
を
行
っ
て
も
、
７
市
町
村
が

ま
だ
条
例
改
正
は
行
わ
な
い
と
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
負
担
分
の
助
成
の
ほ
か
に
、
上
尾

市
や
久
喜
市
で
は
、
自
己
負
担
と
な

っ
て
い
る
入
院
時
の
食
事
代
負
担
や

生
活
療
養
費
を
市
独
自
に
半
額
助
成

し
て
い
ま
す
。
入
院
時
の
食
事
代
負

担
は
、
一
日
単
位
か
ら
一
食
単
位
と

な
り
、
３
年
連
続
の
値
上
げ
で
、
今

年
４
月
か
ら
４
６
０
円
と
、
自
己
負

担
が
増
え
て
い
ま
す
。 

今
回
の
所
得
制
限
の
導
入
は
、
障

が
い
者
の
医
療
費
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
中
、
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
も
の
で
、
日
本
共
産
党
含
む
５

人
が
反
対
し
ま
し
た
。 

 

   

校
現
場
の
要
望
に
し
っ
か
り
応

え
る
べ
き
で
す
⑤
道
路
改
良
率

は
県
内
平
均
の
53
・
９
％
と
比

べ
て
、
蓮
田
市
は
39
・
４
％
と

低
く
、
改
善
す
べ
き
で
す
。 

以
上
の
点
な
ど
に
よ
り
、
日
本

共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。 
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皆さんと力合わせて実現しました 

◆宿浦橋への人道橋設置の調査費予算化 

 9 月議会で、東北自動車道をまたぐ宿浦橋と

桜ヶ丘橋の調査測量委託費 1311万 1千円が、

補正予算化となりました。宿浦橋への人道橋

（人が通る橋）設置に関する調査業務が今年

度中に行われます。 

◆蓮田駅～ハストピアのシャトルバス運行開始 

 ９月 13日のハストピアイベントから、シャ

トルバスの運行が始まりました。土・日・祝
県
内
で
５
番
目
に
高
い
国
保
税 

基
金
を
活
用
し
て
引
き
下
げ
を 

 

日を中心にパルシ

ー、ハストピアで開

催される各種イベ

ント等に合わせ、蓮

田駅を往復する直

行便（片道 200円）

が運行されます。 

 

 

蓮
田
市
議
会
９
月
定
例
会
は
８
月
28
日
開
会
、議
員
14
人
が
一
般
質

問
し
、
市
長
提
出
議
案
の
「
蓮
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
平
成
30
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）」「
平
成
29
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
」
な
ど
23
件
を
可
決
し
、
９
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

   
９
月
定
例
議
会 

障
が
い
者
の
医
療
費
負
担
軽
減
制
度
に

所
得
制
限
導
入
は
不
適
切 

 

 

繰
入
金
で
す
。
こ
の
法
定
外
繰
入
金

は
、
市
町
村
独
自
に
住
民
の
国
保
税

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
多
い
所
で
は
戸
田
市
が
５

万
８
７
９
２
円
、
蕨
市
が
３
万
２
６

０
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
保
は
自
営
業
者
や
無
職
の
人
な

ど
が
加
入
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
を

下
支
え
す
る
公
的
医
療
制
度
で
す
。 

し
か
し
、
国
は
国
庫
支
出
金
を
大

幅
に
削
減
し
、
国
保
税
の
負
担
は
、

所
得
に
た
い
し
て
の
負
担
が
重
く

「
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
」
と
い

う
状
況
が
う
ま
れ
て
い
ま
す
。 

２９
年
度
末
の
基
金
は
約
８
億
円
、

さ
ら
に
９
月
補
正
で
約
４
億
円
を
積

み
立
て
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
、
３
月
議
会
で
、

基
金
を
活
用
し
て
「
収
入
の
な
い
子

ど
も
の
負
担
分
の
免
除
」
の
修
正
案

を
提
出
し
ま
し
た
。
法
定
外
繰
入
金

の
増
額
と
基
金
の
活
用
で
子
ど
も
の

負
担
分
の
免
除
や
国
保
税
の
引
き
下

げ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 
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平
和
行
政 

蓮
田
市
で
は
平
和
都
市
宣
言
を

行
い
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画
で
も

平
和
行
政
の
推
進
と
あ
り
ま
す
。
き

し
お
議
員
は
「
市
が
後
援
し
た
、
戦

時
中
の
蓮
田
の
保
育
園
疎
開
の
映

画
の
取
り
組
み
」
を
質
問
。
部
長
は

「
平
和
の
大
切
さ
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
と
し
て
、
関
係
各
課
と
連
携
し

て
取
り
組
む
」
と
答
弁
。市
長
は「
素

晴
ら
し
い
映
画
で
感
動
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
も
み
せ
て
あ
げ
た
い
。
方

策
を
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
。 

憲
法
第
８
章
で
地
方
自
治
を
保

障
し
て
お
り
、
地
方
自
治
法
で
「
住

民
の
福
祉
増
進
を
図
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
は
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤
の
役
割

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

保
育
園
の
待
機
児
童
対
策 

き
し
お
議
員
は
「
保
育
園
に
入

れ
な
か
っ
た
の
で
仕
事
を
辞
め
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
も
い
る
。
待

機
児
童
対
策
は
切
実
な
問
題
」
と

質
問
。
部
長
は
「
低
年
齢
児
中
心

に
対
策
を
検
討
す
る
必
要
あ
る
。

今
後
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
ふ

ま
え
、
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
。
さ
ら
に
、
市
長
に
「
待

機
児
童
対
策
は
緊
急
性
が
あ
り
、

早
急
な
取
り
組
み
が
必
要
。
全
国

的
に
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
今

蓮
田
市
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む

な
ら
、
政
策
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
こ
と
も

で
き
る
。
待
機
児
童
解
消
の
取
り

組
み
、
保
育
園
新
設
の
考
え
」
を

質
問
し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
ニ
ー
ズ
調
査
と
同
時

並
行
で
新
た
な
保
育
園
の
検
討
も

含
め
て
推
進
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

の３市議が一般質問  
 

す
。
他
の
学
校
で
も
年
次
計
画
を

立
て
、
ト
イ
レ
改
修
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
す
。
小
学
生
は
６
年
、

中
学
生
は
３
年
で
終
了
で
す
。
公

平
性
の
観
点
か
ら
も
必
要
で
す
」

と
述
べ
、
市
長
の
答
弁
を
求
め
ま

し
た
。 

市
長
は
「
ト
イ
レ
の
老
朽
化
問

題
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
日
々
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
視
点

に
立
ち
、
ト
イ
レ
改
修
の
予
算
確

保
等
、
教
育
委
員
会
が
が
ん
ば
っ

て
今
回
で
き
ま
し
た
。
教
育
施
設

整
備
の
位
置
づ
け
を
よ
く
練
っ

て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
整
備

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

他
に
中
学
校
の
部
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
質
問
。 

る
の
は
行
政
の
責
任
で
す
。 

栗
原
議
員
は
、「
今
年
行
わ
れ

た
蓮
田
北
小
の
ト
イ
レ
改
修
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
質
問
。

部
長
は
「
便
器
は
主
に
和
式
か
ら

洋
式
に
。
便
座
は
温
か
く
な
り
ま

す
。
床
は
タ
イ
ル
張
り
の
湿
式
か

ら
乾
い
た
床
の
乾
式
に
。
男
子
の

小
便
器
は
、
セ
ン
サ
ー
で
水
が
流

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

答
弁
。 

栗
原
議
員
は
、「
こ
れ
か
ら
の

ト
イ
レ
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
思

わ
せ
る
素
晴
ら
し
い
ト
イ
レ
で

 

福
祉
部
門
と
議
論
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。「
福
祉

部
門
と
の
連
携
は
以
前
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
き
た
の
か
」
と
重
ね

て
問
う
と
「
具
体
的
な
検
討
は
で

き
て
い
な
い
」
と
し
ま
し
た
。 

市
長
に
対
し
「
既
存
の
バ
ス
路

線
は
大
事
だ
が
、
空
白
地
域
や
高

齢
者
の
交
通
権
を
ど
う
保
障
す

る
の
か
」
と
質
す
と
、
「
一
番
大

事
な
の
は
バ
ス
会
社
と
行
政
が

話
し
合
え
る
場
。
バ
ス
会
社
に
撤

退
さ
れ
た
ら
最
悪
の
状
況
。
高
齢

者
・
弱
者
の
方
へ
の
送
迎
は
こ
れ

か
ら
も
っ
と
課
題
に
な
る
。
そ
の

視
点
は
忘
れ
ず
に
取
り
組
み
た

い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

他
に
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

18
歳
ま
で
拡
大
を
求
め
て
質
問
。 

 

質
疑
・
各
委
員
会
・
一
般
質
問

と
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
。
各
議
員

の
問
題
意
識
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
市
職
員
と
の
応
酬
は
見
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
そ
の

問
題
に
対
す
る
深
い
見
識
が
な
け

れ
ば
成
立
し
ま
せ
ん
。 

そ
の
中
で
も
特
に
、
共
産

党
議
員
の
粘
り
強
い
質
問

力
と
綿
密
な
調
査
に
、
よ
り

良
い
市
政
へ
の
並
々
な
ら

ぬ
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。 

ま
た
市
民
が
傍
聴
す
る
こ
と

で
、
議
会
に
良
い
意
味
で
の
緊
張

感
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
音
楽
鑑
賞

に
も
通
じ
ま
す
が
、
や
は
り
そ
の

空
気
を
生
で
体
感
し
て
み
る
と
違

い
ま
す
ね
。
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
議

会
傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 
 

（
末
広 

榎
本 

な
お
） 

 

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
と
同
じ
く
ら
い
、
ト
イ
レ
改

修
の
願
い
も
強
く
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
、
気
持

ち
よ
く
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
教
育
環
境
を
整
え

船
橋
議
員
は
切
実
な
声
を
紹
介

し
「
現
在
の
バ
ス
事
業
者
の
力
を

借
り
て
、
公
共
交
通
空
白
地
域
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
ら

れ
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。
部

長
は
「
路
線
バ
ス
が
維
持
で
き
な

く
な
れ
ば
検
討
が
必
要
だ
が
、
現

時
点
で
は
充
実
し
た
路
線
バ
ス
が

競
合
し
て
し
ま
い
、
時
期
尚
早
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

「
で
は
、
い
ま
困
っ
て
い
る
人

に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
」
と

質
す
と
「
最
終
的
に
は
タ
ク
シ
ー
。

学
校
ト
イ
レ
改
修
の
強
い
願
い
に 

「
早
い
時
期
に
整
備
」
と
答
弁 

栗
原 

い
さ
む
議
員 

 

党
蓮
田
市
委
員
会
が
９
月
か
ら

行
っ
て
い
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
「
一
番
お
願
い
し
た
い
の
は
循

環
バ
ス
」「
高
齢
者
が
病
院
に
通
院

す
る
際
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
、

交
通
に
関
す
る
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
を
暮
ら
し
に 

保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
を 

き
し
お 

悦
子
議
員 

  

市
民
の
交
通
権
を
保
障
す
る 

地
域
交
通
の
拡
充
を 

船
橋 

ゆ
き
子
議
員 

 


